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研究紹介の本⽂：  
蛍光基ピレンを持つ化合物は、マトリックスを使⽤しないラベル⽀援レーザー脱離イ
オン化質量分析法（LA-LDI MS）で選択的に励起、検出されます。これまでに、従
来よりも⾼感度で LA-LDI 法で検出できる N,N-ジメチルアミノピレン（dmpy）基
を開発しました。この蛍光タグを結合したタンパク質やペプチドは、簡便に精製して
選択的に検出できるので、dmpy 基は標的タンパク質におけるリガンドの結合位置解
析に有⽤です。本研究では、リガンド解離型および光親和性 dmpy プローブを合成し、
細胞夾雑系における標的分⼦の効率的なラベル化と細胞内局在解析を⽬指します。ま
た本⼿法を糖質・脂質・核酸など、様々な⽣体分⼦に応⽤することも⽬指します。 
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